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「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
う
性
別
役
割
分

担
に
つ
い
て
、「
賛
成
で
あ

る
」
と
「
仕
方
な
い
と
思

う
」
と
い
う
肯
定
派
を
、

「
あ
ま
り
好
ま
し
く
な

い
」
と
「
よ
く
な
い
考
え

方
だ
」
を
合
わ
せ
た
否
定

派
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
行
っ
た
調
査
と

比
較
し
て
み
る
と
、
肯
定

派
は
年
々
減
少
し
、
逆
に

否
定
派
は
増
加
し
て
い

て
、
性
別
役
割
分
担
に
対

す
る
意
識
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
図
１
）

今
ま
で
女
性
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て
い
た
看
護
の
仕
事
に
は
男
性
の
看
護
師
が
、
男
性
の
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
運

転
手
な
ど
に
は
女
性
の
働
く
姿
が
、珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
で
の
男
女
の
役
割
分
担
が
変
化
す
る
中
で
、

区
民
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

年
に
区
民
を
対
象
に
行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画
に

１３

関
す
る
意
識
と
生
活
実
態
調
査
」
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
へ
。
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◇
コ
ー
ラ
ス
大
会

　

月
５
日
�
午
前　

時
〜
正

１０

１０

午
　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
や
、
地
域
活
動
で
の
男
女

の
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ（
四
〇
〇
字
以
内
）

を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
大
会
当
日
、
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

�
区
内
で
活
動
を
し
て
い

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
�
グ

ル
ー
プ
名
・
代
表
者
・
住
所
・

電
話
番
号
・
人
数
・
曲
名
を

書
い
て
、
男
女
共
同
参
画
推

対

申

進
担
当
へ
�
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
書
類
選
考

◇
助
け
あ
い
支
え
あ
う
男
女

の
話

　

二
〇
〇
〇
字
以
内
で
、
表

現
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は

区
が
保
有
し
ま
す
。
優
秀
作

品
に
は
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
�
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
も
書
い
て
、
男
女
共
同
参

画
推
進
担
当
へ

他

対

申

　
　

月
３
日
�
、
杉
並
公
会

１０
堂
を
会
場
に
、
宣
言
都
市
の

首
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
、
作
家
・
鈴
木
光
司
さ
ん

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
記
念

事
業
と
し
て　

月
２
日
�
〜

１０

５
日
�
、
セ
シ
オ
ン
杉
並
で

映
画
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。
参

加
者
は
、順
次
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
９
月
の

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

区
制
施
行
七
〇
周
年
・

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
五
周
年
記
念

　

今
の
日
本
は
全
体
と
し
て
男

女
が
平
等
で
あ
る
か
ど
う
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
男
性
優
遇
派

が
女
性
優
遇
派
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

年
の
調
査
と
比
較
す
る

１０
と
、
男
性
優
遇
派
は
や
や

増
加
し
、「
平
等
で
あ
る
」

と
感
じ
て
い
る
人
は
、
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

　

意
識
や
役
割
は
徐
々
に

変
わ
っ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、
社
会
全
体
を
み
る

と
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

だ
れ
も
が
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
社
会
に
す
る
た
め
に

は
、
社
会
の
制
度
や
法
律

の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
必
要

で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

私
た
ち
も
、「
自
分
ら
し
い
未

来
」
の
た
め
、
必
要
な
こ
と
、

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▲

食
事
の
支
度
も
一
緒
に

　男女が仲良く肩を組み、手をつない
でいる様子をシンボル化したもので
す。男はブルー、女はピンクといった
従来の固定的な色をしま模様にし、ジ
ェンダー ･フリーをめざします。

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

が
決
ま
り
ま
し
た

�
松
原
茂
隆
さ
ん（
桃
井
在
住
）の
作
品

私
ら
し
く
自
分
ら
し
く

私
ら
し
く
自
分
ら
し
く

変
わ
り
ゆ
く
意
識

変
わ
り
ゆ
く
意
識

全
国
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

サ
ミ
ッ
ト　

す
ぎ
な
み

in
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杉並区男女共同参画都市宣言記
念
事
業
参
加
者
募
集
（
７
月　

日
締
切
）

２０

開催�
決定�
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平成１４（２００２）年６月１１日（火曜日）

�
　

一
般
会
計
第
２
号
補
正
は
、

　

月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
主

１１な
内
容
は
、
生
活
保
護
費
、
荻

窪
児
童
館
改
築
、
都
市
計
画
道

路
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費

で
、
補
正
額
は
一
〇
億
五
四
四

四
万
円
で
し
た
。

　

一
般
会
計
第
３
号
お
よ
び
第

４
号
補
正
は
、　

年
３
月
に
議

１４

決
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、

公
園
・
自
転
車
駐
車
場
な
ど
の

用
地
取
得
、
施
設
整
備
基
金
積

立
金
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

な
ど
に
要
す
る
経
費
の
増
額
の

ほ
か
、
泉
南
中
学
校
改
築
・
改

修
、（
仮
称
）
杉
並
南
中
央
公
園

整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
減

額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
補
正
額

補

正

予

算

は
そ
れ
ぞ
れ
、
七
億
九
二
〇
一

万
円
と
四
億
五
二
〇
〇
万
円
で

し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
、
用
地
会
計
、
介
護

保
険
事
業
会
計
の
補
正
予
算
も

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、　

年
３
月
末

１４

の
繰
越
明
許
費
繰
越
額
を
含
む

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
一
五

〇
一
億
四
四
九
五
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
計
の
予
算
執
行

状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

�
　

区
の
収
入
と
な
る
べ
き
金
額

と
し
て
確
定
し
た
、　

年
３
月

１４

末
現
在
の
特
別
区
民
税
現
年
度

分
調
定
額
は
五
二
五
億
五
九
五

七
万
円
で
す
。

　

区
民
の
税
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の

公
有
財
産
の　

年
３
月
末
現
在

１４

区
民
税
の
負
担

公

有

財

産

〈表１　各会計の予算執行状況〉（単位：千円）　　　　１４年３月末現在
執行率（％）支出済額収入率（％）収入済額予算現額会計区分

９１．４１３７，２６３，４９０８９．３１３４，０７１，３５２１５０，１４４，９５４一般会計

８３．９３０，６８０，８８８９１．３３３，３６８，２６７３６，５４６，８４２国民健康保険
事業会計

８５．１４０，７１５，２０１８７．０４１，６５６，２１９４７，８６５，７１５老人保健医療会計
１００．０９，１４３，２５８１００．０９，１４３，２５９９，１４３，９３２用地会計
９０．６１５，３１４，６６６９６．５１６，３１６，７５４１６，９１０，２８６介護保険事業会計
８９．５２３３，１１７，５０３９０．０２３４，５５５，８５１２６０，６１１，７２９合　　計

※一般会計には、繰越明許費繰越額を含む。

〈表３　公有財産の現在高〉

構成比（％）金額（千円）区分

６５．０３８３，２９４，６００土地

２７．４１６１，２８３，８５１建物

５．７３３，７１９，８４２基金

１．０５，５７６，４４２物品

０．６３，３５１，３７３工作物

０．３１，８６８，９６７出資金

０．０１９１，４０６立木

０．０４０，０００有価証券

０．０２４０地役権

１００．０５８９，３２６，７２１合　計

〈表４　基金の内訳〉　

金額（千円）基金名

運
用
基
金

金額（千円）基金名

積
立
基
金

０用品調達基金※１２，０２２，２２４施設整備基金

４０，０００国保高額療養費貸付基金８，３０１，４９２財政調整基金

６５０，０００公共料金支払基金２，１４６，３６４災害対策基金

７，０００，０００用地取得基金１，０８４，４１３社会福祉基金

３０，０００介護保険高額介護サービ
ス費等資金貸付基金

７８３，８４６区営住宅整備基金

０介護保険円滑導入基金※

５０，０００国保出産費資金貸付基金１，６１１，５０３介護保険給付費準備基金

７，７７０，０００合　　計２５，９４９，８４２合　　計

（注）１．運用基金の金額は、運用できる上限額。２．※は、１３年度に廃止。３．１４年４月に用地
取得基金を廃止、減債基金を創設。

〈表５　特別区債の現在高〉

金額（千円）特別区債名

４７，２２６，３２２建設事業債

３０，００２，２７３減税補てん債

９，３０５，００１
杉並南中央公園債

（旧興銀グラウンド等
用地取得）　　　　

８６，５３３，５９６合 計 残 高

〈表２　区民税の負担状況〉　　　（単位：円）

１人当た
り負担額

１世帯当た
り負担額

賦課期日時
点世帯数　
（人口）

現年度分調定額区分

１０１，７８９１９１，７０９２７４，１６３
（５１６，３５８）５２，５５９，５７３，０４７１４年３月

末現在

１０１，１７７１９２，１７０２７０，４４３
（５１３，６６４）５１，９７１，０９１，９８８１３年３月

末現在

６１２△４６１３，７２０
（２，６９４）５８８，４８１，０５９増減

※人口は、前年の１月１日現在（外国人登録者を含む）。
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杉杉並並区区のの財財政政状状況況����������������		
区は、条例に基づき年２回財政状況を公表しています。今回は１３年１０月～１４年３月までの「１３年度下半期」について、お知らせします。

――問い合わせは、財政課へ。

高
は
、
約
五
八
九
三
億
二
六
七

二
万
円
で
す
。（
表
３
・
４
）

�
　
　

年
度
は
、
恒
久
的
減
税
の

１３
実
施
に
よ
る
減
税
補
て
ん
債
や

公
園
整
備
に
か
か
る
土
木
債
の

発
行
な
ど
、
八
四
億
七
〇
〇
万

円
を
限
度
額
と
し
た
区
債
を
発

行
し
ま
し
た
。

　
　

年
３
月
末
の
区
債
現
在
高

１４
は
、
用
地
会
計
を
含
め
八
六
五

億
三
三
五
九
万
円
で
す
。（
表

５
）

�
　
　

年
度
は
、
次
の
三
つ
の
区

１４
政
改
革
の
よ
り
一
層
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

特

別

区

債

　

年
度
当
初
予
算

１４

�
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
を

目
指
す
「
財
政
構
造
の
改
革
」

�「（
仮
称
）自
治
基
本
条
例
」の

制
定
な
ど
、
区
民
と
区
が
役
割

と
責
任
を
分
か
ち
あ
う
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
区
政
へ
の
改

革
」

�
自
治
と
分
権
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
職
員
を
育
成
す
る
「
区

政
を
担
う
職
員
の
改
革
」

　

ま
た
、「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み

計
画
」
に
基
づ
く
行
財
政
改
革

を
一
層
推
進
し
つ
つ
、「
Ｉ
Ｔ
の

推
進
」「
共
に
生
き
る
」「
地
域

経
済
の
活
性
化
」「
環
境
先
進
都

市
」「
教
育
改
革
」
の
五
分
野
に

重
点
的
な
予
算
措
置
を
行
い
、

「
杉
並
区
実
施
計
画
」
の
計
画

事
業
を
可
能
な
限
り
予
算
化
す

る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、　

年
度
一
般
会

１４

計
歳
入
歳
出
当
初
予
算
は
、
一

三
四
六
億
一
九
〇
〇
万
円
、
対

前
年
度
比
６
・
６
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
四
つ
の

特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、
二

四
四
九
億
六
七
八
六
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
一
三
一

億
一
七
六
三
万
円
、
５
・
１
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
行
財
政
改
革
の
推

進
と
、
的
確
で
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
や
説
明
は
、
冊
子
「　
１３

年
度
下
半
期
杉
並
区
の
財
政
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
区
政
資
料

室
、
図
書
館
、
区
民
事
務
所
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◇
ポ
イ
ン
ト
方
式

　

抽
せ
ん
を
し
な
い
で
、
住

宅
に
困
っ
て
い
る
度
合
い
の

高
い
世
帯
か
ら
順
に
登
録

し
、
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る

方
式
で
、
申
込
区
分
ご
と
に

定
め
る
資
格
を
有
す
る
方
が

対
象
で
す
。

【
募
集
戸
数
】
一
〇
〇
〇
戸

内
訳

ひ
と
り
親
世
帯　

四
一
〇
戸

高
齢
者
世
帯　
　

二
八
〇
戸

心
身
障
害
者
世
帯
一
七
八
戸

多
子
世
帯　
　
　
　

六
二
戸

特
に
所
得
の
低
い
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
戸

車
い
す
使
用
者
世
帯
向

　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
戸

◇
抽
せ
ん
方
式

�
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
（
高

齢
者
集
合
住
宅
）

　
　

歳
以
上
の
単
身
者
ま
た

６５
は
二
人
世
帯
の
方

【
募
集
戸
数
】　
　

二
八
戸

�
多
家
族
世
帯
向
住
宅

　

原
則
と
し
て
五
人
以
上
の

世
帯
の
方

【
募
集
戸
数
】　
　

三
八
戸

◇
申
込
資
格

�
都
内
に
引
き
続
き
三
年
以

上
居
住
す
る
成
年
者
で
そ
の

こ
と
が
住
民
票
な
ど
で
証
明

で
き
る
こ
と

　

た
だ
し
、「
車
い
す
使
用
者

世
帯
向
住
宅
」、「
多
家
族
世

帯
向
住
宅
」
に
つ
い
て
は
、

申
込
日
現
在
都
内
に
居
住
し

て
い
て
、
住
民
票
な
ど
で
証

明
で
き
れ
ば
申
し
込
み
で
き

ま
す
。　
　
　

�
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
で
あ
る
こ
と

�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど

　

詳
し
く
は「
募
集
の
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙
配
布
期
間
・
場

所
　

６
月　

日
〜　

日
（
休
日

１１

１８

を
除
く
）
は
、
住
宅
課
（
区

役
所
西
棟
五
階
）、福
祉
事
務

所
、
区
民
事
務
所
･
分
室
、

荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
平
日

の
夜
間
お
よ
び
休
日
は
、
区

役
所
地
下
一
階
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月　
２１

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
（
ポ

イ
ン
ト
方
式
は
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
）
に
届

い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。　

☆

　

�
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
都
営
募
集
課
�
３

４
９
８
‐
８
８
９
４
（
代
表

／
６
月　

日
ま
で
は
�
０
５

１８

７
０
‐
０
１
０
８
１
０
）
ま

た
は
区
住
宅
課
（
土
曜
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

問

都
営
住
宅
入
居
者
募
集
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���
　

�
７
月
６
日
�
午
後
３
時
開

演
（
２
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
出
演
＝
指
揮
＝
西

２２

３２

内
荘
一
、
演
奏
＝
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
あ
さ
が
や
▽
曲
目
＝
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
＝
弦
楽
四
重
奏
曲
第
一

一
番
「
セ
リ
オ
ー
ソ
」、
ノ
ル
ト

グ
レ
ン
＝
田
舎
の
フ
ィ
ド
ラ
ー

の
肖
像
、
ス
ー
ク
＝
弦
楽
セ
レ

ナ
ー
デ
�
五
六
八
名
�
無
料

（
全
席
自
由
）
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ

�
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ
が
や 

コ
ン
サ
ー
ト

時
場

内
定

費

申

問

が
や
・
木
島
�
３
３
１
６
‐
１

５
７
５

�
　

区
内
在
住
の
プ
ロ
パ
ン
ト
マ

イ
マ
ー
山
本
さ
く
ら
さ
ん
に
よ

る
、
親
子
向
け
パ
ン
ト
マ
イ
ム

公
演
で
す
。（
区
後
援
）

　

�
７
月　

日
�
午
後
４
時
〜

１０

５
時
�
ザ
ム
ザ
阿
佐
ケ
谷
（
阿

佐
谷
北
２
―　

―　

）
�
八
〇

１２

２１

名
�
前
売
り
一
二
〇
〇
円
、
当

日
一
五
〇
〇
円
（
２
歳
以
上
同

�
山
本
さ
く
ら
の
キ
ッ
ズ
マ

イ
ム 

や
っ
ほ
ー
！ 

サ
マ
ー
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

時
場

定

費

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込先

●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢

E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

　

外
国
人
中
学
生
と
一
緒
に
楽

し
く
創
造
的
な
時
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
菅
平
学
園
で
の

宿
泊
（
三
泊
四
日
）
を
中
心
に

活
動
す
る
八
日
間
の
教
室
で

す
。（
区
共
催
）

　

�
日
程
＝
８
月
１
日
�
〜
９

日
�
（
７
日
を
除
く
。
宿
泊
学

習
は
３
日
〜
６
日
）
�
�
菅
平

学
園
（
長
野
県
小
県
郡
真
田
町

大
字
長
字
十
ノ
原
１
２
７
８
）

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
区
内
在
住
・
在
学

２２

３２

の
中
学
生
�
お
お
む
ね
五
〇
名

（
抽
選
）
�
二
万
円
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
学
校

名
も
書
い
て
、
保
護
者
が
署
名

し
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１

時

場

対定費

申

問

額
）
�
住
所
・
氏
名
・
お
子
さ

ん
の
年
齢
・
必
要
枚
数
を
書
い

て
、
郵
便
振
替
で
７
月
３
日
ま

で
に
「
０
０
１
１
０
‐
４
‐
２

６
３
６
７
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞

遊
」
へ
。
入
金
確
認
後
、
チ
ケ

ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
�
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
∞
遊
・
小
杉
�
０
９
０
‐

９
８
０
７
‐
６
６
４
２
、
対
馬

�
０
９
０
‐
９
８
４
７
‐
０
６

６
７

�
み
る
☆
き
く
☆
あ
そ
ぶ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル　

２
０
０
２ 

in

ま
ち
を
あ
そ
ぼ
う

　

�
６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１６

３
時
（
区
後
援
）
�
Ｊ
Ｒ
西
荻

窪
駅
北
口
周
辺
▽
集
合
場
所
＝

天
徳
湯（
西
荻
北
４
―　

―
５
）

２４

�
忍
者
に
な
っ
て
街
に
出
て
遊

び
ま
す
�
小
学
一
年
〜
四
年
生

�
五
〇
〇
円
（
銭
湯
券
付
き
）

�
三
〇
名
�
・
�
む
さ
し
の
な

か
よ
し
子
ど
も
劇
場
事
務
局
・

小
口
�
５
９
３
２
‐
０
５
８
８

風
連
町
・
吾
妻
町
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
よ

う
！

　

今
年
の
夏
も
、
友
好
都
市
の

風
連
町
・
吾
妻
町
の
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
い
交
流
会
を
行
い
ま

す
。

　

�
右
下
表
の
と
お
り
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
学

校
名
・
学
年
・
保
護
者
名
も
書

い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

申

問

時

場

内

対

費定

申

問

内

申

で
に
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事

業
係
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪

１６７

１
―　

―
３
）
へ
（
抽
選
）
�

５６

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４

７
６
０

百
人
一
首
か
る
た
競
技

杉
並
大
会

　

�
７
月　

日
�
午
前
９
時　

１４

３０

分
〜
午
後
７
時
（
区
後
援
）
�

荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３
―　

―
４７

２
）
�
種
目
＝
競
技
か
る
た
・

源
平
戦
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
初
心
者
�
一
般
・
学
生

五
〇
〇
円
、
高
校
生
以
下
三
〇

〇
円
�
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
・
学
年
・
参
加
種
目
別
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
６
月 問

時

場

内
対

費

申

　

日
ま
で
に
杉
並
か
る
た
会
事

３０務
局
・
横
矢
�
・　

３
３
３
１

FAX

‐
５
２
９
５
へ
�
同
事
務
局
�

軽
装
で
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

�
　

�
７
月
６
日
�
・
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
３
時
�
リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画
�
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
）
�
一
〇
〇

〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
参
加
希
望
日
も
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
�
車

で
の
搬
出
入
・
来
場
は
出
来
ま

せ
ん

�
　

�
６
月　

日
�
午
前　

時　

２２

１１

３０

分
〜
午
後
２
時　

分（
区
後
援
）

３０

�
下
高
井
戸
八
幡
神
社
（
下
高

井
戸
４
―　

―
３
）
�
バ
ザ
ー
、

３９

模
擬
店
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
べ
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
同
会
・
岡
野
�
３
３

２
９
‐
２
４
４
８

��
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座 

�
公
的
年
金
と
個
人
年
金

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
制
度

改
革
の
動
向
を
最
新
情
報
に
基

づ
い
て
学
び
、
老
後
生
活
資
金

準
備
の
考
え
方
を
整
理
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問

他

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
in

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

時

場内
対

費

申

問

他

�
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

時
場

内

申

問

　

�
７
月　

日
�
午
後
６
時　

１０

３０

分
〜
８
時　

分
�
消
費
者
セ
ン

３０

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

�
�
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

生
活
情
報
室
主
査
・
伊
藤
緑
�

五
〇
名
（
抽
選
）
�
無
料

�
化
粧
品
が
変
わ
り
ま

し
た
〜
成
分
表
示
で
上

手
に
選
ぼ
う

　

全
成
分
表
示
に
な
っ
た
化
粧

品
。
変
更
点
、
広
告
や
チ
ラ
シ

を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
自
分
に
適
し
た
化
粧
品
を
選

ぶ
た
め
に
学
び
ま
す
。

　

�
７
月　

日
�
午
後
６
時　

１７

３０

分
〜
８
時　

分
�
消
費
者
セ
ン

３０

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

�
都
健
康
局
食
品
医
薬
品
安
全

部
薬
務
課
担
当
職
員
�
五
〇
名

（
抽
選
）
�
無
料☆

　

�
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

で
�
＝
６
月　

日
�
＝
７
月
５

２８

日
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に

消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）
へ

３６

�
同
課
�
３
３
１
４
‐
３
６
４

３�
講
演
会 

う
た
ご
こ
ろ
・
え
ご
こ
ろ

　

�
７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１４

４
時
（
１
時　

分
開
場
・
区
後

３０

援
）
�
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
）
�
書

家
・
小
木
太
法
�
二
〇
〇
名
�

一
五
〇
〇
円
�
参
加
費
を
郵
便

振
替
で
「
０
０
１
６
０
‐
１
‐

１
７
３
２
６
４
メ
ツ
ギ
ノ
リ

コ
」
へ
（
先
着
順
）。
当
日
、
振

替
領
収
書
を
入
場
券
と
引
き
換

え
ま
す
�
絵
手
紙「
け
や
き
会
」

生
涯
学
習
部
事
務
局
�
５
９
３

４
‐
８
４
０
１　

５
９
３
４
‐

FAX

８
４
０
２

時

場

師

定

費

時

場

師

定

費

申
問

時
場

師

定

費

申

問

ああああああああああああああああ
つつつつつつつつつつつつつつつつ
まままままままままままままままま
れれれれれれれれれれれれれれれれ
中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生
！！！！！！！！！！！！！！！！

あ
つ
ま
れ
中
学
生
！ 

▲

自
然
の
中
で
交
流
し
よ
う

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈風連町・吾妻町子ども交流会〉
参加費内容対象（定員）場所日程プログラム

２万９０００円

自然公園内での水
上スポーツなど

区内在住の小学４
～６年生で両日程
とも参加できる方
（２５名）

北海道風連町７月２６日ª

　～２９日∑杉並・風連
子ども交流会 ディズニーラン

ド、富士登山など
児童青少年センター
および富士学園

８月５日∑

　～８日∫

５０００円飯ごう炊さんや川
遊びなど

区内在住の小学４
～６年生（３０名）群馬県吾妻町８月１８日∂

　～２０日∏

杉並・吾妻
子ども交流会

�

�

�

�

�����������������������������������������������������

�����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������

ユ
ネ
ス
コ
教
室
〜
世
界
に
触
れ
る
夏

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

◇
杉
並
区
在
住
芸
人
に
よ
る 

風
流
夏
の
夜
ば
な
し

　

わ
が
街
杉
並
の
誇
る
芸
人

さ
ん
が
、
た
っ
ぷ
り
皆
さ
ん

の
ご
機
嫌
を
伺
い
ま
す
。

　

�
８
月　

日
�
午
後
６
時

１７

開
演
（
５
時　

分
開
場
）
�

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
出
演
＝
三
遊
亭

２２

３２

圓
右
、
海
老
一
染
之
助
、
古

今
亭
寿
輔
、
三
遊
亭
金
太
、

檜
山
う
め
吉
、
柳
家
さ
ん
坊

�
全
席
指
定
一
八
〇
〇
円

（
協
会
会
員
一
五
〇
〇
円
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

前
売
開
始
＝
６
月　

日
�

１４

午
後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
�

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館

２９

内
）
＝
初
日
は
電
話
予
約
の

み
�
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

区
役
所
内
店
＝
�
�
と
も
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�
杉

並
公
会
堂
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
月
曜
休
館
）
�
各

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

時

場

内

費

�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
５
２
３

７
‐
９
９
９
９
�
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５
�
未
就
学
の
お

子
さ
ん
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん◇
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
ル
ガ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　

２
０
０
２
東
京
公
演

　

日
本
で
唯
一
の
国
際
オ
ル

ガ
ン
祭
に
、
イ
タ
リ
ア
か
ら

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
や
っ
て
き

ま
す
。（
区
後
援
）

　

�
７
月　

日
�
午
後
７
時

１１

　

分
開
演
（
７
時
開
場
）
�

３０立
正
佼
成
会
大
聖
堂
（
和
田

２
―　

―
１
）
�
無
料
�
当

１１

日
、
直
接
会
場
へ
�
オ
ル
ガ

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
組
織

委
員
会
�
３
３
７
５
‐
０
１

６
４
�
車
で
の
来
場
は
、
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

◇
日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー

サ
ル

　

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ

ー
サ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

�
６
月　

日
�
午
前　

時

２０

１１

〜
正
午
（　

時　

分
開
場
）

１０

４５

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）
�
出
演
＝
演
奏
・

２２

３２

指
揮
＝
ジ
ャ
ン
・
フ
ル
ネ
／

管
弦
楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
▽
曲
目
＝

ラ
ベ
ル
＝
ボ
レ
ロ
ほ
か
�
無

料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

文
化
・
交
流
課
�
未
就
学
の

お
子
さ
ん
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん

問
他

時

場

費

申

問

他
時

場

内

費

申

問

他

▲三遊亭　圓右▲海老一　染之助
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養

成
講
座

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
技
を
習
得

し
、
子
ど
も
た
ち
や
区
民
の
方

に
伝
え
る
講
師
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�
・
�
�
６
月　

日
�
＝
牛

２３

乳
パ
ッ
ク
と
雑
紙
か
ら
紙
す
き

�　

日
�
＝
廃
食
用
油
か
ら
石

２４ 時

内

け
ん
作
り
�　

日
�
＝
古
布
か

２９

ら
布
ぞ
う
り
作
り
／
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
４

３０

時
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

�
各
一
〇
名
程
度
�
無
料
�
・

�
電
話
で
、
６
月　

日
ま
で
に

１８

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�

３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
･
木

曜
休
館
）
へ

場
定

費

申

問

熟
年
男
性 

生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
後
の
生
活
を
豊
か

に
過
ご
す
た
め
に
、
健
康
づ
く

り
・
仲
間
づ
く
り
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

�
・
�
左
上
表
の
と
お
り
�

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）
�

時

内

場対

区
内
在
住
の
熟
年
男
性
�
三
〇

名
�
五
〇
〇
円
（
食
材
料
費
）

�
・
�
電
話
で
、
高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４
３

０
４
へ
（
先
着
順
）

若
い
女
性
の
健
康
講
座

　

妊
娠
・
子
育
て
期
の
女
性
の

皆
さ
ん
、
自
分
自
身
の
健
康
に

つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

�
・
�
上
表
の
と
お
り
�
和

泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―

　

―
６
）
�
区
内
在
住
・
在
勤

５０の
女
性
�
三
〇
名
�
無
料
�
・

�
電
話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ

（
先
着
順
）

�
区
民
科
学
教
室 

七
夕
の
星
を
さ
が
そ
う

　

幼
児
向
け
の
内
容
で
す
。

　

�
７
月
６
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
２
時　

分
�
科
学
館
（
清

２０

水
３
―
３
―　

）
�
５
歳
以
上

１３

の
区
民
の
方
�
一
四
〇
名
（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

定

費
申

問
時

内

場

対
定

費

申

問
時

場
対

定

費

申

会
場
へ
�
科
学
館
�
３
３
９
６

‐
４
３
９
１
�
途
中
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
開
始
時

間
前
ま
で
に
来
館
し
て
く
だ
さ

い
  
裂
き
織
り 

―
入
門
編
―

　

簡
易
織
り
機
と
足
踏
み
織
り

機
を
使
っ
て
裂
き
織
り
の
基
本

を
学
び
ま
す
。

　

�
７
月　

日
�
・　

日
�
・

１２

１３

　

日
�
の
午
後
１
時
〜
４
時
�

１６リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�

各
回
五
名
（
抽
選
）
�
六
〇
〇

円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）に
希
望
日
も
書
い
て
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

２７

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ
ば
�
３

３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木

曜
休
館
）

�
生
活
習
慣
改
善
教
室 

じ
ょ
う
ず
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

　

�
�
６
月　

日
�
�
７
月
３

２６

問

他

時

場定

費

申

問

時

日
�
の
午
前　

時
〜
正
午
�
高

１０

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）
�
�
余
分
な

２４

１５

体
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
、
一
食

五
〇
〇
�
の
試
食
�
続
け
よ
う

運
動
習
慣
、実
技
�
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
�
三
〇
名
�
三
〇
〇

円
（
試
食
代
）
�
・
�
電
話
で
、

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

家
族
介
護
教
室

　

�
・
�
�
７
月
４
日
�
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分
＝
自
宅

３０

３０

で
で
き
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
〜
ね
た

き
り
・
腰
痛
予
防
�
７
月　

日
２５

�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

＝
実
演
！
介
護
の
し
か
た
〜
移

動
・
車
い
す
・
着
替
え
・
お
む

つ
交
換
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い

の
家（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

�
各
一
〇
名
�
無
料
�
・
�
電

話
で
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着

順
）
�
ズ
ボ
ン
な
ど
動
き
や
す

い
服
装
で
、
タ
オ
ル
一
枚
・
筆

記
用
具
を
持
参

場

内
対

定

費

申

問

時

内場

定

費

申

問

他

�
学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ
ナ
ー

生
活
に
生
か
す
道
徳

　

�
６
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

）
�
�
モ
ラ
ロ
ジ
ー

１９

研
究
所
社
会
教
育
講
師
・
田
中

文
夫
�
五
〇
名
�
無
料
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
杉
並
モ
ラ
ロ

ジ
ー
事
務
所
�
・　

５
３
０
０
‐

FAX

７
１
２
３
へ

�
杉
並
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会 

医
療
講
演
会

　

�
６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１６

３
時
（
区
後
援
）
�
高
井
戸
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
）
�
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
現
在
と
未
来
�
東
京
女

子
医
大
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
所

長
・
岩
田
誠
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
杉
並
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
友
の
会
・
片
山
�
３
３

３
３
‐
３
１
６
０
、
平
岩
�
３

３
９
０
‐
１
３
８
０

時

場

師

定

費

申

問

時

場
内

師

費

申

問

�
中
央
大
学
公
開
講
演
会 

不
良
債
権
問
題
と 

ペ
イ
オ
フ
解
禁

　

�
６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２３

３
時　

分
（
区
後
援
）
�
杉
並

３０

会
館
（
上
荻
３
―　

―
５
）
�

２９

中
央
大
学
法
学
部
教
授
・
野
村

修
也
�
一
〇
〇
名
（
先
着
順
）

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
中
央
大
学
学
員
会
杉
並
支

部
・
谷
幹
男
�
３
３
１
５
‐
０

２
２
８

�
講
演
と
映
画
の
会 

最
近
の
大
腸
が
ん
の 

診
断
と
治
療

　

�
７
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
（
１
時
開
場
・
区
後
援
）

�
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
�
講
演
「
最
近
の
大

１５
腸
が
ん
の
診
断
と
治
療
」（
河
北

総
合
病
院
外
科
部
長
・
洲
之
内

廣
紀
）
�
映
画
「
男
は
つ
ら
い

よ
―
寅
次
郎
子
守
唄
」
�
無
料

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
並

区
医
師
会
�
３
３
９
２
‐
４
１

１
４ 時

場

師

定

費

申

問
時

場

内

費

申

問

���
区
清
掃
事
務
所 

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

　

�
期
間
＝
７
月
１
日
〜
９
月

　

日
（
最
長
二
カ
月
）
▽
勤
務

２１日
＝
月
〜
土
曜
日
（
月
二
〇
日

以
内
）
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
７

時　

分
〜
午
後
４
時　

分
�
西

４０

２５

時

場

清
掃
事
務
所
ま
た
は
東
清
掃
事

務
所
�
業
務
＝
ご
み
収
集
作
業

▽
日
給
＝
九
六
九
〇
円
�　

歳
１８

以
上　

歳
位
の
健
康
で
体
力
に

４０

自
信
の
あ
る
方（
高
校
生
不
可
）

�
・
�
西
清
掃
事
務
所
管
理
係

�
３
３
９
２
‐
７
２
８
１
ま
た

は
東
清
掃
事
務
所
管
理
係
�
３

３
２
３
‐
４
５
７
１

�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
職
員

　

�
勤
務
日
＝
週
二
〜
三
日
▽

時
間
＝
一
日
六
時
間
〜
八
時
間

�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家
（
堀
ノ

内
１
―　

―　

）
�
職
種
＝
介

１６

３８

護
職
員
▽
時
給
＝
一
〇
〇
〇
円

内

対

申

問
時

場

内

▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
�
・
�

電
話
で
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
・

 
直  
志 
�
５
３
７
７
‐
７
０
２
５

な
お 
し

へ�
　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る

杉
並
区
総
合
文
化
祭
。
今
年
は

そ
の
中
で　

月
３
日
	
を
「
区

１１

民
文
化
の
日
」
と
し
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
表
す
る
場
、
ま
た

楽
し
み
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
情
報
を
得
る
場
を
設
け
ま

申

問

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念
事
業

杉
並
区
総
合
文
化
祭
「
区
民

文
化
の
日
」
出
演
者

―
区
民
の
皆
さ
ん
あ
な
た
が

主
役
で
す
―

す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

展
示
部
門
も
検
討
中
で
す
。

　

�
対
象
＝
出
演
者
の
大
半
が

区
内
在
住
・
在
勤
の
団
体
ま
た

は
個
人
▽
発
表
内
容
＝
舞
台
で

演
じ
ら
れ
る
和
洋
、
芸
能
一
般

プ
ロ
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
▽
出

演
時
間
＝
一
団
体
一
〇
分
、
個

人
五
分
�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
�
無
料
（
実

２２

３２

費
は
自
己
負
担
）
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
、

種
目
・
内
容
な
ど
・
団
体
ま
た

は
個
人
か
も
書
い
て
、
７
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１

１６６

梅
里
１
―　

―　

）
へ
（
抽
選
）

２２

３２

内

場

費申

�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐

６
６
２
１

�
区
民
企
画
講
座 

高
円
寺
若
者
雑
学
塾 

企
画
ス
タ
ッ
フ

　

高
円
寺
を
テ
ー
マ
に
、
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
や

形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
方
々
と
つ
な
が
り
を

持
ち
な
が
ら
、
あ
な
た
自
身
の

感
性
を
生
か
す
「
し
ゃ
べ
り

場
」
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

　

�
月
二
回
程
度
、
木
曜
日
の

午
後
７
時
〜
８
時　

分
�
セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

問
時

場

�
講
座
企
画
立
案
（
テ
ー
マ
・

講
師
な
ど
）、
運
営
、
記
録
集
づ

く
り
▽
任
期
＝　

年
３
月
ま
で

１５

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

　

歳
以
上
の
方
�
六
名（
抽
選
）

１８�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
応
募
の
動
機
・
抱
負

も
書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

障
害
者
施
設
で
の
盆
踊

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

�
７
月　

日
�
午
後
４
時
〜

１３

９
時
（
雨
天
時
は
ホ
ー
ル
で
実

内対

定

申

問

時

施
）
�
す
ぎ
の
き
生
活
園
（
井

草
３
―　

―　

）
�
利
用
者
の

１８

１４

介
助
、
模
擬
店
の
手
伝
い
な
ど

�
電
話
で
、
６
月　

日
ま
で
に

２８

す
ぎ
の
き
生
活
園
�
３
３
９
９

‐
８
９
５
３
へ
�
同
園

�

教
科
書
展
示
会

　

区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
、
教
科
書
の
見
本
本

を
展
示
し
ま
す
。

　

�
６
月　

日
�
〜
７
月
４
日

２１

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�
済

美
教
育
研
究
所
（
堀
ノ
内
２
―

場

内

申

問

時

場

５
―　

）
�　

年
度
か
ら
使
用

２６

１４

し
て
い
る
小
中
学
校
教
科
書
お

よ
び　

年
度
か
ら
使
用
す
る
文

１５

部
科
学
省
検
定
済
み
高
等
学
校

教
科
書
�
済
美
教
育
研
究
所
�

３
３
１
１
‐
０
０
２
１

�
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・

都
民
税
） 

夜
間
電
話
相
談

　

納
期
内
に
納
付
が
で
き
な

い
、納
め
忘
れ
た
税
金
が
あ
る
、

分
割
で
納
付
し
た
い
な
ど
、
住

民
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

�
６
月　

日
�
・　

日
�
の

１３

１８

午
後
５
時
〜
８
時
�
納
税
課

内
問

時

問

〈熟年男性生きがいセミナー〉
講　　師内　　容日　時

健康づくりアドバイザ
ー・塚田邦忠／高井戸
保健センター健康づく
りチーム

人生は定年後からが面
白い～５２歳からのマラ
ソン人生・セカンドラ
イフを楽しもう～

７月９日∏

午前１０時～
正午

杉並区健康づくり推進
員・阿部紘一

杉並のまち探険
～ウオ－キングで身体
づくり～

　　１２日ª

午前１０時～
正午

高井戸保健センター
健康づくりチーム

自分の食事は自分でづ
くる～和食の基礎～
外食の取り方・お惣菜
の買い方

　　１７日π

午前１０時～
　午後２時

健康づくりアドバイザ
ー・塚田邦忠／高井戸
保健センター健康づく
りチーム

自分の生きがいづくり
～習慣は変えられる～
いきいき区民の体験談

　　１９日ª

午前１０時～
正午

※１２日は動きやすい服装で、１７日は三角きん、エプロン、食器用
ふきんを持参。

〈若い女性の健康講座〉
講　　　師内　　容日　時

お茶の水女子大学文教
育学部助教授
　　　　菅原　ますみ

現代社会・家族にお
ける女性の生き方を
考える

６月１８日∏

午前１０時～
　　　　正午

A聖徳栄養短期大学教
授　　　小野　恵津子
B保健センター職員

Aあなたと家族の健
康管理B健康に暮ら
すために

７月３日π

午後１時３０分
　　　 ～4時

�
�
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健
康
学
園
（
静
岡
県
賀
茂

郡
南
伊
豆
町
）
は
、
南
伊
豆

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
健
康

の
回
復
と
体
力
の
増
進
を
図

り
な
が
ら
学
ぶ
全
寮
制
の
学

園
で
す
。
都
会
で
は
得
ら
れ

な
い
自
然
と
か
か
わ
る
体
験

的
な
活
動
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
校
と

同
じ
内
容
の
勉
強
を
、
少
人

数
学
級
の
特
色
を
生
か
し
た

き
め
細
か
な
指
導
で
行
い
ま

す
。
自
ら
学
習
す
る
力
や
、

自
立
性
、
社
会
性
を
育
て
、

学
習
面
で
の
力
も
着
実
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。

　

�
区
立
小
学
校
に
在
学
す

対

る
三
〜
六
年
生
で
、
肥
満
、

ぜ
ん
息
、
偏
食
、
虚
弱
の
児

童
�
入
園
期
間
＝
９
月
〜　
１５

年
３
月
�
月
額
約
二
万
八
〇

〇
〇
円
（
食
費
・
雑
費
）
�

７
月
１
日
ま
で
に
各
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

�
６
月　

日
�
午
後
２
時

２０

〜
�
区
役
所
第
九
会
議
室

（
西
棟
八
階
）
�
学
園
紹
介

ビ
デ
オ
と
学
園
職
員
に
よ
る

生
活
・
学
習
の
説
明
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
学
務
課
就
学

奨
励
係

内

費

申

時場

内

申

問

南南
伊伊
豆豆
健健
康康
学学
園園
入入
園園
児児
童童
募募
集集

〜〜
自自
然然
のの
中中
でで
健健
康康
なな
子子
どど
もも
にに

カ
ラ
ス
対
策
を
進
め
て

い
ま
す

◇
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
配
布
窓
口

を
増
や
し
ま
し
た

　

ご
み
集
積
所
で
は
、
カ
ラ
ス

な
ど
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
み
の
集
積
所
で

よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
配
布

窓
口
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
が
破
損
し
た
場
合
な
ど

は
取
り
替
え
ま
す
。
ま
た
カ
ラ

ス
ネ
ッ
ト
は
、
ご
み
全
体
を
包

み
こ
む
よ
う
に
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

�
清
掃
管
理
課
、
西
清
掃
事

務
所
（
成
田
東
５
―　

―　

）、

１５

２０

杉
並
中
継
所
（
井
草
４
―　

―
１５

　

）、
東
清
掃
事
務
所
（
方
南
１

１８―
３
―
４
）、
清
掃
事
業
所
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
事

３６

３１

業
所
高
井
戸
分
室
（
高
井
戸
東

３
―　

―　

）
へ

２６

１０

申

◇
折
り
た
た
み
式
ご
み
収
集
ボ

ッ
ク
ス
の
設
置

　

現
在
、
区
内
三
カ
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
が
、　

年
度
も
さ

１４

ら
に
設
置
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
で
集
積
所
の
管
理
が
き

ち
ん
と
で
き
、
通
行
の
邪
魔
に

な
ら
ず
、
収
集
作
業
に
影
響
の

な
い
集
積
所
か
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
設
置
を
希
望
さ
れ
る

集
積
所
の
管
理
代
表
者
は
、
清

掃
管
理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

☆

　

�
清
掃
管
理
課

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
二
回
区
議
会
定
例
会
は
、

６
月　

日
�
か
ら
開
会
さ
れ
る

１８

予
定
で
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

当
日
、
区
役
所
中
棟
三
階
の
区

議
会
事
務
局
で
申
請
し
て
く
だ

問

さ
い
。
定
員
の
範
囲
内
で
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。（
手
話

通
訳
も
あ
り
ま
す
）　

　

�
・
�
区
議
会
事
務
局
へ
�

�
区
議
会
の
日
程
は
、
６
月　
１２

日
�
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
�
手
話
通
訳
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
希
望
日
の
四
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

街
づ
く
り
活
動
の
助
成

　

住
み
よ
い
市
街
地
環
境
の
整

備
な
ど
に
つ
な
が
る
、
自
主
的

な
街
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
助

成
を
し
ま
す
。
助
成
の
可
否
、

助
成
額
は
審
査
の
う
え
決
定
し

ま
す
。

　

�
助
成
対
象
＝
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
代
表
者
を
持
つ

三
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
、　
１４

年
４
月
〜　

年
３
月
ま
で
に
行

１５

わ
れ
る
活
動
▽
助
成
限
度
額
＝

一
〇
万
円
以
内
▽
公
開
審
査
会

＝
７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２７

（
予
定
）
／
会
場
＝
阿
佐
谷
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

申

問

他

内

　
　

年
度
は
四
回
の
環
境
モ

１３
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は　

年
６
月

１３

に
実
施
し
た
第
一
回
、
８
月

の
第
二
回
、　

月
の
第
三
回

１１

に
続
き
、　

年
２
月
に
実
施

１４

し
た
第
四
回
の
調
査
の
結
果

で
す
。

◇
調
査
の
概
要

　

調
査
は
、
２
月
５
日
と
６

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
５
日

は
杉
並
中
継
所
と
約
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
周
辺
四
地

点
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
さ

ら
に
、
杉
並
中
継
所
の
排
水

系
で
一
〇
化
学
物
質
を
調

査
。
６
日
に
は
、
杉
並
中
継

所
と
周
辺
四
地
点
で
、
排
出

ガ
ス
や
大
気
中
の
二
三
化
学

物
質
を
調
査
し
ま
し
た
。

◇
調
査
の
結
果

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　

杉
並
中
継
所
排
気
塔
・
換

気
塔
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
は
前
回
よ
り
高
め
で

し
た
が
、
今
回
調
査
し
た
周

辺
四
地
点
と
同
程
度
で
し

た
。

　

ま
た
、周
辺
四
地
点
で
は
、

前
回
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ

り
、
区
が
同
日
に
実
施
し
た

一
般
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
結
果
よ
り
低
く
、

い
ず
れ
も
環
境
基
準
と
比
べ

て
低
い
濃
度
で
し
た
。

▽
排
出
ガ
ス
中
の
化
学
物
質

　

杉
並
中
継
所
排
気
塔
・
換

気
塔
か
ら
の
化
学
物
質
は
、

前
回
と
比
べ
て
、
排
気
塔
か

ら
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、１
’

１
’ １
‐
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
換
気

塔
か
ら
の
ベ
ン
ゼ
ン
、
ジ
ク

ロ
ロ
メ
タ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ア
ル

デ
ヒ
ド
類
が
高
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
環

境
確
保
条
例
に
よ
る
排
出
口

の
規
制
基
準
が
あ
る
一
一
物

質
は
、
す
べ
て
基
準
値
以
下

で
し
た
。

▽
周
辺
地
点
の
化
学
物
質

　

周
辺
四
地
点
の
結
果
で

は
、
周
辺
の
す
べ
て
の
地
点

で
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
周
辺

北
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ア
ル

デ
ヒ
ド
類
が
や
や
高
め
と
な

っ
て
い
る
以
外
、
全
体
的
に

前
回
ま
で
と
比
べ
て
同
程
度

か
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
基
準
の
あ
る
四
物
質

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
地

点
が
環
境
基
準
以
下
の
濃
度

で
し
た
。

▽
排
水
中
の
化
学
物
質

　

排
水
調
査
で
は
、
処
理
前

の
排
水
で
あ
る
床
排
水
槽
の

１
’１
’１
‐
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン
と
処
理
後
の
排
水
中
の
硫

化
水
素
が
、
前
回
に
比
べ
高

い
濃
度
で
し
た
。
な
お
、
最

終
的
に
下
水
放
流
す
る
地
下

汚
水
槽
は
、
悪
臭
防
止
法
悪

臭
物
質
お
よ
び
そ
の
他
の
下

水
排
除
基
準
の
対
象
項
目
と

も
各
基
準
値
以
下
で
し
た
。

　

�
公
害
対
策
係
�
調
査
結

果
の
詳
細
は
区
政
資
料
室
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

問

他

杉
並
中
継
所
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

１
―　

―　

）
�
６
月　

日
ま

４７

１７

２８

で
に
、
直
接
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）
へ
。

応
募
書
類
は
同
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
�
同
課

��
　

グ
ル
ー
プ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
楽
し
み
な

が
ら
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

�
６
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２６

　

時
�
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

１１タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

申

問

�
気
軽
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス 

今
か
ら
は
じ
め
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
―
中
高
年
の

体
力
づ
く
り
―

時
場

（
上
井
草
３
―　

―
１
）
�
区

３４

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
４０

以
上
の
方
�
二
〇
名
�
四
〇
〇

円
（
入
場
料
）
�
・
�
電
話
で
、

前
日
ま
で
に
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
０
‐
５
７

０
７
へ

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ セ

ミ
ナ
ー

　

運
動
と
身
体
づ
く
り
の
関
係

を
正
し
く
理
解
し
、
無
理
な
く

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

�
７
月
２
日
〜　

日
の
毎
週

１６

火
曜
日
午
前
９
時
〜　

時
（
計

１１

三
回
）
�
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で　

歳
以
上
の
方
�
二
〇
名

１６

対

定

費

申

問

時

場

対

定

（
抽
選
）
�
四
〇
〇
円
（
入
場

料
）
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
６
月　

日
（
必

２４

着
）
ま
で
に
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
２
３

１６７

上
井
草
３
―　

―
１
）
へ
�
同

３４

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
０
‐
５
７

０
７

盲
人
卓
球
講
習
会

　

鈴
の
入
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
、
音
を
頼
り
に
打
ち
合
う
競

技
で
す
。

　

�
６
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２３

午
後
１
時
�
荻
窪
体
育
館
（
荻

窪
３
―　

―
２
）
�
区
内
在
住
・

４７

在
勤
・
在
学
の
視
覚
障
害
者
�

二
〇
名
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
同
体
育
館
�
３
２
２

０
‐
３
３
８
１

費

申

問

時

場

対

定

費

申

問

�

�

�

�

��������������������������������������

��������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

２１
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
や

防
災
、
地
域
活
動
、
環
境
、

教
育
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
区

の
あ
り
方
に
関
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
区
長
が
熱
く
語
り

合
う「
区
政
を
話
し
合
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
意

見
を
発
表
し
た
い
方
、
意
見

を
聞
き
た
い
方
、
傍
聴
し
た

い
方
な
ど
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
話
通
訳
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
６
月　

日
ま

２５

で
に
区
政
相
談
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�

時

場

申

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
発
言
し
た
い
方
は

　

�
ハ
ガ
キ
に
要
旨
（
一
〇

〇
字
以
内
）
と
発
言
し
た
い

日
時
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
性
別
・
年
代
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
６
月　

日
２５

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
区
政

相
談
課
へ
�
�
一
人
一
〇
分

程
度
を
予
定
�
人
数
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
当
日
で
も
受
け

付
け
ま
す
�
発
言
者
が
多
数

の
場
合
は
、
人
数
制
限
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す

☆

　

�
区
政
相
談
課

申

他

問

〈区政を話し合う会〉
会　　場時　　間開催日

永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８）午後２時３０分～４時３０分７月２日∏

阿佐谷地域区民センター（阿佐谷南１‐４７‐１７）午後２時～４時　　３日π

セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）午後２時～４時　　６日º

高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）午後２時～４時　　７日∂

井草地域区民センター（下井草５‐７‐２２）午後６時３０分～８時３０分　　９日∏

荻窪地域区民センター（荻窪２‐３４‐２０）午後２時～４時　　１１日∫

西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２）午後２時３０分～４時３０分　　１８日∫

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

１４年度１４年度区
長
と
明
日
の
杉
並
を

　
　
　
　
　

話
し
合
い
ま
せ
ん
か
！
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平成１４（２００２）年６月１１日（火曜日）

〈６～８月の各種教室〉

申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

　　無料６月２２日、７月６・２７日
　午後２時３０分～３時３０分

土ようおはなし会～お子さんといっしょに楽しいおはなし
を！／おはなしのグループ　　　　　　　　　（参加自由）

e高円寺地域区民センター

６月１８日４２００円
７月１・８・１５・２２・２９日
８月５日
　午後１時３０分～３時３０分

趣味のミニチュアハウス～スイスの家・日本の民家の模型
を作ります。インテリアに趣味のある方にもおすすめです
／紀陸幸子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

e阿佐谷地域区民センター

６月３０日５５０円７月１５日
　午後１時３０分～３時３０分

夏の和菓子作り～手作り和菓子でおもてなし／北川千枝子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

６月３０日無料７月１５・２２日
　午後１時３０分～３時３０分

写真家が見たインドの心～１００回以上現地取材した写真家
の目を通してインド文化の未知の深部にせまります／沖守
弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

６月３０日２０円
（保険料）

７月１９・２６日、８月２日
　午後１時３０分～３時３０分

大人のダーツ～正式なルールとマナーで英国のパブでも大
丈夫／日本ダーツ協会　　　　　　　　　　　　　　（３０）

６月３０日１５００円７月１１・１８日
　　　　　午前１０時～正午

ヘルシー＆スタミナ料理～今年は夏バテ知らずで暑さもバ
ッチリ／長嶋啓子　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）

　　無料６月１５日　午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／こうばこの会　（参加自由）

　　無料６月２９日　午後２時～　　
土ようえほんとおはなしの会（たなばたスペシャル）～楽し
いプログラムが盛りだくさんです／ボランティアグループ
全員出演　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

　　無料７月６日
　　　　　午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e本天沼区民集会所（申し込みは、荻窪地域区民センターへ）

６月２４日２００円７月１７・１８日
　　　　　午前１０時～正午

ダンベル体操～５００Èのペットボトルで誰でも安全にでき
る健康と体力づくり・初心者、高齢者に最適／輿石弘子　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

e井草地域区民センター

６月２０日
５１００円
（会場費・
保険料）

６月２５日、７月２・９・１６・２３日
午後２時３０分～４時

初心者ゴルフ教室～初めての方、基本からもう一度学びた
い方、専門スタッフが親切に指導します／渡辺和夫　（４０）
（会場＝高井戸ハイランドセンター）

　　無料※
６月２２日
午後１時３０分～３時３０分

（３時受付終了）

おもちゃの病院～壊れたおもちゃを修理します／松尾達也
ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e高井戸地域区民センター

６月２０日２０円
（保険料）

７月３・１０・１７・２４日
　　　　　午後１時～３時

盆踊り～盆踊りシーズンに向けて練習しましょう（タオル
持参）／安田恭子　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）

６月２４日２０円
（保険料）７月６日　午後１時～４時

トレーニング機器講習会～当センターのトレーニング室を
使用するための事前講習会です（写真１枚２.５⁄×３⁄持
参）／永井加代子　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１０）

　

無料
（トレーニ
ング室使用
料のみ）

７月１３日　午後１時～３時
トレーニング相談日～トレーニング室にトレーナーが駐在
し、トレーニングの相談に応じます。／永井加代子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講習会修了者）

※は、実費がかかる場合があります。

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
６
〜
８
月
の
各
種
教
室

　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
６
〜
８
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
表

中
の
各
締
切
日
（
必
着
）
ま
で

に
該
当
の
施
設
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

�夏
だ
・
祭
り
だ 

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

�
７
月　

日
�
正
午
〜
午
後

１３

５
時
、　

日
�
午
前　

時
〜
午

１４

１０

後
３
時　

分
（
雨
天
決
行
）
�

３０

登
録
団
体
の
作
品
展
示
・
実
技

発
表
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
演
奏
、沖
縄
エ
イ
サ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
音
楽
、
リ
サ
イ
ク
ル

本
、
か
き
氷
、
福
祉
団
体
の
作

品
展
示
・
販
売
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
模
擬
店
、
ま
な
板
削
り
、

水
道
局
・
郵
便
局
コ
ー
ナ
ー
、

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

ヨ
ー
ヨ
ー
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な

ど
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
図

書
コ
ー
ナ
ー
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は　

日
午
後
５
時
以
降
、　

１３

１４

日
午
後
３
時
以
降
は
使
用
で
き

ま
せ
ん

�
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
一
日
体

験
教
室 

天
然
酵
母
の
パ
ン
作
り

　

�
７
月　

日
�
正
午
〜
午
後

１４

３
時
�
ロ
ー
ル
パ
ン
、
ピ
ザ
作

り
な
ど
�
二
四
名
（
抽
選
）
�

一
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
７

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

申

他

時
内

定

費

申

ン
タ
ー
へ

��
土
曜
日
の
音
楽
会 

ピ
ア
ノ
の
世
界

　

バ
ッ
ハ
か
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

ま
で
、
音
楽
の
旅
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

�
６
月　

日
�
午
後
６
時　

１５

３０

分
開
演
�
出
演
＝
博
多
か
お
る

�
八
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
７
月

以
降
の
出
演
者
を
募
集
中
で
す

�

お
ぎ
く
ぼ
七
月
祭

　

�
７
月
６
日
�
・
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時 
（
雨
天
決

１０
行
）
�
津
軽
三
味
線
、
落
語
、

手
品
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
作
品

展
示
・
演
技
発
表
、
子
ど
も
お

菓
子
教
室
（
小
学
校
三
年
生
以

上
）、働
く
お
父
さ
ん
た
ち
の
料

理
教
室
、栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

お
も
ち
ゃ
の
修
理
教
室
、
包
丁

研
ぎ
（
一
人
二
丁
ま
で
）、
ピ
ン

ポ
ン
ゲ
ー
ム
、
花
市
、
模
擬
店
、

コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
�
当

日
、
直
接
会
場
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る

　

�
・
�
・
�
�
７
月　

日
�

２７

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

概
要
（
社
会
福
祉
協
議
会
・
正

木
茂
）
�
８
月　

日
�
＝
Ｎ
Ｐ

２４

Ｏ
活
動
と
地
域
教
育
力
（
人
イ

エ
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
取
締

役
・
山
田
清
）
／
い
ず
れ
も
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
�
五

３０

３０

〇
名
�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス　

３
３
９
８
‐
９
１

FAX

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

時

内

定

費

申

他

荻　

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
内

申

時

内

師

定

費

申

２
８
で
、
受
講
し
た
い
講
座
の

番
号
も
書
い
て
、６
月　

日（
必

３０

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
�

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
活
躍
さ
れ
た
伊

勢
崎
賢
治
さ
ん
の
講
演
を
９
月

　

日
に
予
定
し
て
い
ま
す

２１��
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座 

地
域
に
ネ
ッ
ト
を
… 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動

　

�
・
�
・
�
�
７
月　

日
�

２７

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
概
要
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
つ
い
て（
明
治
大
学
講
師
・

小
関
隆
志
）
�　

日
�
＝
地
域

２９

福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

（
新
し
い
ホ
ー
ム
を
作
る
会
代

表
・
白
川
す
み
子
）
�　

日
�

３０

＝
地
域
に
情
報
技
術
を
（
さ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
根
本
一

恵
）
�　

日
�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支

３１

援
活
動
（
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ブ
リ

ッ
ジ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
代

表
・
佐
藤
克
代
）
／
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
�
五
〇
名
�
無
料
�
往
復

３０ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
受
講
し
た
い
講
座
の
番
号

（
複
数
可
）
も
書
い
て
、
６
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
同

３０セ
ン
タ
ー
へ

�中
高
年
の
海
外
旅
行
術

　

海
外
旅
行
初
心
者
の
方
を
対

象
に
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
す
す

め
、
海
外
旅
行
・
滞
在
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
、
経
験
を
い
か
し
て

楽
し
く
解
説
し
ま
す
。

　

�
６
月　

日
・　

日
、
７
月

２１

２８

５
日
・　

日
の
い
ず
れ
も
金
曜

１２

日
の
午
前　

時
〜
正
午
�
海
外

１０

生
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
福
永
佳

津
子
�
三
〇
名
（
抽
選
）
�
一 他

西　

荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

師

定

費

申

井　

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師

定

費

〇
〇
円
（
資
料
代
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
・
二

名
ま
で
連
記
可
）
で
、
６
月　
１７

日（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ�
講
演
会 

質
の
高
い
老
後
を
生
き
る

　

老
年
期
を
ど
う
過
ご
し
た
ら

良
い
か
、
共
通
の
問
題
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。
姪
の
目
か
ら
見

た
作
家
・
野
上
弥
生
子
の
日
常

生
活
を
通
し
た
お
話
し
で
す
。

　

�
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
�
松
尾
伊
都
子
�
八
〇
名

（
先
着
順
）
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ

�お
は
な
し
ひ
ろ
ば 

―
七
夕
に
ち
な
ん
で
―

　

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
七
夕
か
ざ
り
を
作
っ
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

　

�
７
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

３
時
�
ロ
バ
の
会
�
無
料
�
当

日
、
直
接
会
場
へ

申

時
師

定

費

申

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
師

費

申

土曜日のパパママ学級
７月１３日�午後０時３０分～３時３０分

荻窪保健センター 
（〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１@３３９１‐００１５）
【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産のカッ
プル２４組（抽選）【参加費】無料【申込方法】往復
ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日、
返信用のあて先を書いて、６月２８日 （必着）までに同
保健センターへ
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年６月１１日（火曜日）
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下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13�第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2�第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5�第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23�第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8�第１・第３水曜日
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　
「
ゆ
う
杉
並
」
の
近
く
に
、

共
立
女
子
大
学
の
学
生
寮
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
前

の
道
を
隔
て
て
、
約
六
九
三

〇
�
（
二
一
〇
〇
坪
）
ほ
ど

の
広
大
な
敷
地
を
も
つ
同
校

の
付
属
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

高
い
生
垣
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
万
年
塀
に
囲
わ
れ
、
う

っ
そ
う
と
し
た
樹
木
の
庭
内

を 
垣  
間 
見
る
と
、
古
色 
蒼  
然 

か
い 
ま 

そ
う 
ぜ
ん

と
し
た
日
本
家
屋
が
三
棟
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
建
物
で
す
。

　

正
門
の
横
に
、
共
立
女
子

学
園
・
櫻
友
会
「
杉
並
苑
」

と
表
札
が
出
て
い
ま
す
。　

同
会
は
共
立
女
子
大
学
卒
業

生
の
集
ま
り
、
つ
ま
り
同
窓

会
。
現
在
、
会
員
は
七
万
三

〇
〇
〇
人
。

　

写
真
の
一
号
棟
は
、
延
べ

二
五
四
�（
七
七
坪
）の
二
階

建
て
で
、
関
係
者
の
話
に
よ

る
と
「
昭
和　

年
か
ら
同
会

４０

が
使
用
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
、地
方
の
校
友
、家
族
ら

が
上
京
し
た
際
、
宿
泊
の
便

を
は
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
、
ク
ラ
ス
会
、
友
達

同
士
の
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
利

用
し
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
建
物
で

す
が
、
昭
和
８
年
こ
ろ
の
も

の
で
、
東
京
・
神
楽
坂
に
あ

っ
た
料
亭
を
、
前
所
有
者
が

後
年
、こ
の
地
に
移
築
し
、　

政
治
家
の
三
木
武
吉
氏
（
故

人
）
に
東
京
の
宿
泊
先
と
し

て
提
供
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

一
時
期
は
、
最
高
裁
事
務
総

長
宅
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
前
所
有

者
（
松
庫
商
店
）
か
ら
銀
行

に
売
却
依
頼
が
あ
り
、
現
所

有
者
の
共
立
女
子
学
園
は
、

銀
行
か
ら
購
入
意
向
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し

て
、
敷
地

を
一
括
購

入
す
る
と

い
う
こ
と

で
前
所
有

者
と
の
直

接
交
渉
に

よ
り
、
共

立
女
子
学

園
が
購
入

し
た
と
の

こ
と
。

　

二
、
三

号
棟
は
平

屋
の
し
っ

と
り
し
た
日
本
家
屋
で
、
ち

ょ
っ
と
前
ま
で
は
外
国
人
教

師
が
寄
宿
、
日
本
情
緒
を
味

わ
え
て
好
評
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
現
在
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

住
宅
街
の
中
の
ほ
っ
と
す

る
空
間
で
す
。
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◇
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
懇

　

談
会

　

学
校
が
週
休
二
日
に
な

り
、
そ
の
二
日
間
を
ど
う
過

ご
す
か
は
、
家
庭
に
と
っ
て

も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

大
き
な
問
題
で
す
。

　

今
ま
で
校
庭
開
放
か
ク
ラ

ブ
活
動
で
し
か
友
達
と
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
の
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
、
た
だ
「
遊
び

な
さ
い
」「
自
由
に
し
な
さ

い
」
と
呼
び
か
け
て
も
戸
惑

う
ば
か
り
で
し
ょ
う
。

　

「
子
ど
も
の
成
育
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
帯

が
必
要
だ
」
と
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
国
の
施
策
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
週
休
二
日
が

始
ま
っ
た
今
年
こ
そ
、
地
域

で
も
こ
の
問
題
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

方
南
和
泉
地
域
集
会
施
設

運
営
協
議
会
で
は
、
文
化
活

動
部
が
中
心
と
な
り
、
学
校

週
休
二
日
制
導
入
に

よ
る
地
域
の
小
・
中

学
生
を
交
え
て
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
回
目
（
４

月
実
施
）
は
地
域
の

小
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
・
先
生
・
保
護

者
が
参
加
し
ま
し
た

（
参
加
校
＝
永
福
・

永
福
南
・
大
宮
・
新

泉
・
方
南
小
学
校
／

向
陽
・
和
泉
・
大
宮
・

泉
南
中
学
校
）。

　

休
み
の
日
に
何
を
し
た
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

小
学
生
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
、

料
理
教
室
、
共
同
作
業
な
ど

が
し
た
い
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
は
、

受
験
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
た
め
、
週
休
二

日
制
に
な
っ
て
も
、
世
間
一

般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

「
ゆ
と
り
」が
で
き
る
訳
で
は

な
い
が
、
国
際
交
流
、
復
習

系
の
勉
強
、
他
校
と
の
交
流

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
し
た
い

と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

考
え
方
や
企
画
の
差
は
あ

り
ま
す
が
、
何
か
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
み
ん
な
同
じ

の
よ
う
で
す
。

◇
は
じ
め
の
一
歩
―
囲
碁
教

　

室
を
開
催

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
運
営

協
議
会
で
は
、以
前
か
ら「
利

用
者
の
声
」
な
ど
で
要
望
が
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あ
っ
た
小
中
学
生
対
象
の
囲

碁
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
で
始
ま
っ
た
４

日
間
の
教
室
は
、
毎
回
三
〇

名
前
後
の
参
加
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
「
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
の
囲
碁
大
会
に
参
加
す

る
ん
だ
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
意

は
講
師
の
方
に
も
届
き
、
今

後
も
続
け
ら
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
呼
び
か

け
は
、
校
内
放
送

や
友
達
同
士
の
呼

び
か
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
情
報
誌

「
い
ず
み
」、「
広

報
す
ぎ
な
み
」
な

ど
で
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
の
熱
心

な
姿
に
は
敬
服
し

た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
運
営
協
議
会
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
、
遊
ぶ
機
会
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
自
主
性
の
育

つ
よ
う
な
場
や
内
容
を
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施

設
運
営
協
議
会
・
総
務
部
広

報
担
当
）

▲大人顔負けの真剣勝負

負けないぞ ！�

雨の日は危険がいっぱい

梅雨の時期を迎えました。交
通事故に注意しましょう。

�問い合わせは、交通対策課また
は各警察署（杉並�３３１４‐０１１０／
高井戸�３３３２‐０１１０／荻窪�３３９７
‐０１１０）へ。

▲昭和初期の建築物
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成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
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成
田
東
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地
域
か
ら
始
動
・

地
域
か
ら
始
動
・

子
ど
も
た
ち
の
和
を
広
げ
よ
う

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
和
を
広
げ
よ
う
！！

視界が悪く、道路もすべりやす
いので、傘は、まわりがよく見
えるようにさしましょう。

自転車の傘さし運転は、大変危
険ですので、やめましょう。
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東
京
で
は
、
地
表
の
ほ
と
ん

ど
が
建
物
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
路
で
覆
わ
れ
た
た
め
、
雨
水

が
地
下
に
し
み
込
み
に
く
く
、

短
時
間
に
大
量
の
雨
水
が
河
川

や
下
水
道
に
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。（
写
真
上
右
）

　

そ
の
た
め
、
河
川
の
は
ん
ら

ん
や
地
盤
の
低
い
地
域
に
お
け

る
浸
水
が
た
び
た
び
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、
河
川
や
下

水
道
の
整
備
水
準
を
上
回
る
豪

雨
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
地

下
利
用
の
増
加
や
都
市
機
能
の

集
積
な
ど
に
よ
り
、
浸
水
時
の

被
害
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。　

年
に
は
、
新
宿
区
や

１１

福
岡
市
で
地
下
へ
の
浸
水
に
よ

る
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
ほ

か
、　

年
に
は
、
名
古
屋
市
を

１２

中
心
に
東
海
地
方
で
記
録
的
豪

雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

杉
並
区
で
も
、
過
去
に
多
く
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
雨
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
水
害
対

策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
へ
。

雨水浸透ます�
雨水浸透�
地下埋管（トレンチ）�

下水管� 雨水浸透ます�

浸透�

透水性舗装�

貯留�

透水性舗装�

▲神田川・環状七号線地下調節池トンネル

〈表１　雨水浸透施設設備費の助成〉

雨水浸透地下埋管・雨水浸透
ます対象施設

敷地面積１０００㎡未満で個人所
有の新築・増改築の住宅など対象者

最高限度額４０万円助成額

〈表２　ハザードマップ浸水予想〉

１２年９月の東海豪雨（総雨量
５８９Ÿ、時間最大雨量１１４Ÿ/h)対象降雨

神田川・善福寺川・妙正寺川
※上高井戸１・２・３丁目、
久我山１丁目、下高井戸１
丁目は流域外につき今回の
シュミレーションの対象外
になっています

対象河川

　

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
都
と
区

で
は
、
次
の
よ
う
な
治
水
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
神
田
川
環
状
七
号
線
地
下
調

節
池
事
業

　

都
建
設
局
は
、
環
状
七
号
線

の
地
下
四
〇
�
に
神
田
川
の
洪

水
を
た
め
る
調
節
池（
写
真
下
）

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

９
年
４
月
に
は
、
第
一
期
工

事
（
二
四
万
�
）
が
完
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
善
福

寺
川
取
水
施
設
を
含
め
第
二
期

工
事
（
三
〇
万
�
）
が
進
ん
で

い
ま
す
。

▽
和
田
弥
生
下
水
幹
線
事
業 

    
都
下
水
道
局
は
、
環
状
七
号

線
か
ら
環
状
六
号
線
ま
で
の
本

郷
通
り
の
地
下
五
〇
�
に
、
巨

大
な
下
水
道
管
を
建
設
し
、
雨

水
を
一
時
貯
留
す
る
た
め
の
施

設
（
一
五
万
�
）
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

▽
雨
水
の
流
出
抑
制
対
策

　

区
で
は
、
雨
水
を
で
き
る
限

り
地
中
に
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
、「
透
水
性
舗
装
」「
雨
水
浸

透
ま
す
」「
浸
透
地
下
埋
管
」
を

　

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

地
域
の
水
害
に
対
す
る
危
険
性

を
お
知
ら
せ
し
、
自
ら
避
難
な

ど
の
対
策
を
講
じ
た
り
、
浸
水

被
害
の
防
止
に
配
慮
し
た
建
物

を
建
築
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
杉
並
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

▽
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

�
都
の
作
成
し
た
浸
水
予
想
区

域
図
を
も
と
に
、
避
難
所
や
水

害
時
の
注
意
事
項
を
記
載
し

て
、区
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

�
浸
水
予
想
は
、
も
し
も
東
海

豪
雨
（　

年
９
月
）
と
同
じ
規

１２

模
の
豪
雨
が
杉
並
区
に
降
っ
た

場
合
に
予
測
さ
れ
る
洪
水
の
状

況
を
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
求
め
た
も
の
で
す
。（
表

２
）

�
区
民
の
皆
さ
ん
に
洪
水
の
可

能
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
水
防
・
避
難
・

生
活
上
の
工
夫
な
ど
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

○
次
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す

　

区
役
所（
建
設
課
・
防
災
課
）、

各
区
民
事
務
所
・
分
室
、
荻
窪

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
南
・
北

土
木
事
務
所
、
南
公
園
緑
地
事

務
所　
　

設
置
し
て
い
ま
す
。（
下
図
）

　

ま
た
、
民
間
の
敷
地
で
の
対

策
を
一
層
進
め
る
た
め
、
個
人

所
有
の
新
築
・
増
改
築
住
宅
な

ど
を
対
象
に
、
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
費
用
を
一
部
助
成
し
て

い
ま
す
。（
表
１
）

水水
害害
にに
強強
いい
安安
全全
なな
まま
ちち
をを
めめ
ざざ
しし
てて

都
市
に
お
け
る
水
害
の
危
険
が
増
し
て
い
ま
す

都
市
に
お
け
る
水
害
の
危
険
が
増
し
て
い
ま
す

「
杉
並
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を

「
杉
並
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た

作
成
し
ま
し
た

雨の季節雨の季節
に備えてに備えて
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��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
																																																		

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
																																																		

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

東京では短時間に大量の雨水が河川に集中します

▲平常時 ▲降雨時

雨水流出抑制対策

（善福寺川堀ノ内橋付近）




